
氏名 岡田　健

学部担当科目

・文化財修復学
・美術史特殊講義（三）
・美術史特殊講義（五）
・博物館教育論
・博物館実習Ⅰ
・博物館実習Ⅱ
・博物館実習Ⅲ

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・美術工芸史学特論（三）
・美術工芸史学特論（五）
・文化財史料学特殊講義（一）
・文化財史料学特殊講義（二）

授業科目

令　和　３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

文化財保存修復学会、美術史学会、東アジア文化遺産保存修復学会

文化財防災、東アジア美術史、文化遺産論

・多摩美術大学美術館博物館実習講座非常勤講師
・東京藝術大学大学院美術研究科非常勤講師

・東京都文化財保護審議会委員（文化財防災担当）
・法隆寺金堂壁画保存活用委員会ワーキンググループ美術史班
・独立行政法人国立文化財機構文化財防災センター客員研究員
・独立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所客員研究員
・11月20日　中国三大石窟と日本古代の美術　近鉄文化サロン阿倍野/奈良大学１日・短期講習
会「奈良の歴史再発見－仏教美術を学ぶ－」
・2月6日　平泉の彼岸と此岸の造形に係る比較研究（その二）地域全体を見る－山西省の寺観建
築について　令和3年度「第2回平泉学フォーラム」（リモート）
・3月30日　文化財防災が映し出す社会の多様な課題　日本学術会議史学委員会「文化財の保
護と活用に関する分科会」（参考人招致）（リモート）

1987年3月　東京藝術大学大学院美術研究科博士後期課程中退

芸術学修士

文化財学、美術史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

受託研究「平泉の彼岸と此岸の造形に係る比較研究」
委託先：岩手県
研究の目的：平泉の仏教的理想空間の造営について、東アジア、北アジア及び日本における仏
教芸術(絵画・彫刻等)の資料から、「彼岸」・「此岸」の表象についての解読を行い、平泉において
浄土思想に基づいた「彼岸」・「此岸」が表現されていることを確認すること。
研究期間：令和2年度～令和6年度

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・博物館資料論
・博物館教育論



単著

編著

取材

取材

④（記事）特集/「文化財防災セ
ンター」の本部がある奈良、文
化財防災や文化財レスキュー
のマネジメント専門家として活動
する、奈良大学・岡田健さんに
聞く

②

①

③

①（報告）文化財レスキューから
防災ネットワーク－文化財防災
センター設置の意義－

③（記事）テーブルトーク/文化
財防災センターの立ち上げに
携わった奈良大教授　岡田健さ
ん

（その他）

②（編集）『文化財の放射線対
策ガイドブック2021』

③

（学会発表）

①

②

②

③

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

『月刊文化財』691号、
第一法規

独立行政法人国立文
化財機構文化財防災
センター

朝日新聞（関西版）

奈良経済新聞（web版）

2021年4月

2021年10月

2021年9月

2022年1月


